
 
 
 

川西 同時選挙の中で兵庫県の多数の団体が結集し沿道に訴え 

☆川西市役所前では

新婦人の巨大タペス

トリーが大阪府から

の行進団を出迎え。日

曜日にもかかわらず

川西市が用意した冷

茶でのどを潤しなが

ら引継ぎ集会。大阪府

原水協の岩田理事長

が、反響の大きかった

大阪府内の行進の様子を報告。兵庫県の西岡幸利実行委員長が、「参院選・兵庫県知事選挙に勝利して、

非核の声を一層強めよう」と力強く決意を表明。東京からの横断幕が兵庫県に引き渡されました。 

★兵庫県の出発集会では、川西市長・市会議長のメッセージを黒田みち、北野のり子両市議が紹介。全国

通し行進の村田澄男さんが、「広島まで歩き通す」決意を語りました。兵庫県（９人）の通し行進者が紹

介され、行進団は元気いっぱいにスタートしました。兵庫労連、川西・猪名川地域労連、福祉保育労組、

民医連、新婦人、年金者組合など約１６０人が炎天下をものともせず、核兵器廃絶を沿道に訴えました。 

毎年の平和行進の先頭でリードする兵庫県労山は、「隠れ通し」（県内通し行進を公表しない方）を何年も

つづけて今年亡くなった阿部さんの遺影を掲げて行進しました。 

宝 塚 宝塚副市長が出迎え「心からの感謝と敬意」を表明し歓迎 

◇川西市からの引き継ぎ「あいあいパーク前公園」からも

約１５０人が行進に参加。いっそう強くなる陽射しの中を

宝塚市役所まで行進を続けました。市役所では、「核兵器

のない世界を」と大書した「平和市長会議・宝塚市」のノ

ボリが林立する中で、山下稔副市長が出迎え。「多くの方

のご参加を得て平和行進を続けておられることに対しま

して心から感謝と敬意を表します」「行政が取り組むべき

最も基本的で重要な事項は、市民生活の安全ができる社会

の構築であると考えており、今後とも市民の皆さんととも

に戦争や核兵器のない平和な社会の実現に努めてまいり

たい」との中川智子市長のメッセージが紹介されました。

日曜日で閉庁にもかかわらず冷茶の接待も準備して待ち

受けてくれました。平和市長会議が推進する「核兵器禁止条約の早期協議開始」の署名（日本原水協が取

り組んでいる「核兵器全面禁止のアピール」署名と同内容）への協力も呼びかけられ、行進参加者が次々

に応じていました。 

 
 

 

［本日のコース＝約２０キロ］＊宝塚市役所（９時集合、９時半発）－安倉－休憩・伊丹スポーツセ

ンター（10時 45分頃／伊丹側と引継）－陸上自衛隊西側（要請書提出）／抗議のシュプレヒコールします－
伊丹市役所（正午着、13時発）－休憩・伊丹郵便局－休憩・塚口長溝公園（14時 45分頃／尼崎と引継）
－休憩・尼崎市役所（16時半頃）－三和本通り－阪神尼崎駅北（18時頃）→ピースバーベキュー 

   

 

 

昨日（７日）の沿道募金 （川西市役所～宝塚市役所）１３、８５４円 


